
「コロナ感染症対策 初動72ｈ（3日間）の手引き」作成

クラスターの経験を活かして
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施設概要

海の幸・山の幸の多い自然豊かな御前崎市の市街
地の中に立地し、社会福祉法人賛育会「隣人愛」
の実践を理念として、地域の皆様とともに70年の
歩みを続けています

特養（従来型128名・ユニット型42名）、短期入
所（ユニット型8名）、通所介護（池新田34名・
佐倉29名）、認知症対応型通所介護（池新田20
名・佐倉12名）



はじめに…

5類移行となったコロナ感染症
だが、全国各地で今現在も
猛威を振るっている



今までは…





きっかけは…

昨年度12月～１月末までに
コロナ感染症による大規模な
クラスターが発生したことが
大きな要因となっている



クラスター発生
場所 静養室



3名感染



クラスター後に手引きの作成に取り掛かった！！

まずは振り返りを行った

①いままで指揮をしていた職員が軒並み感染し、経験の浅い職員
が残ったことによる現場での混乱

②どこに感染症の物品があるかわからず、そろえるまでに時間が
かかったこと

(ゴミ箱や綺麗なフェイスシールドなど)

③感染拡大を防ぐために館の自動ドアの閉鎖方法の仕方を知って
いる人がいなかったこと

④ゴミやリネン類の取り扱い方が人によって違ったこと



必要なことは…

①感染対策物品の準備

(どこに何があるか、何が必要か)

②ゾーニングの考え方

(コロナが発生した場合どこに隔離するか、またレッド・
イエロー・グリーンの違いは何なのか)

③使い捨て食器がどこにあるか

④ゴミ・リネン類の取り扱い方

etc…













そして完成へ



完成後に各フロアに配布
介護課内で勉強会実施
 今年度6月に感染症の勉強会を各部署で実施

 手引きを配布し、実際の物品場所・PPEの着脱方法の再度確認を行った



活動の成果

今年度6月中旬頃、職員1名の
コロナ陽性を確認した際に
実際に使用した



今後の課題

実際に入居者にコロナ感染症が発症して
から見えてくる細かい気づきや変更、
5類以降の対応に柔軟に対応していく

手引きの更新を随時行い、実際に手引き
を使用しながらロールプレイを行う



ご清聴ありがとうございました
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